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b
y

 L. 

Dyer, 

1
8's
, p. 

h
K
c
c
 

ボ

ス

、ト

ル

ス

ウ

H

イ
ト
が
、
力
ン
チ
ロ
ン
の
著
の
出
版
に
先
立
ち
、齚
揭
一
千
七
：

i

四
十
九
年
の.A 

D
l
r
t
'
a
t
i
o
n 

s the Plan, 

U
s
e

 

s
d Importance, of the Universal Dictionary of 

T
r
a
d
e

 a
nd c

o
m
m
e

.Hce

‘ 
中 

l 於
.い
，て
凡
そ
其
の
六
千
語
を
收
錄
し
、
次
い 

_
 

で
*

73
'H
g Universal Dictionary.

中
に
於
け
る
幾
多
の
-項
目
中
に
同
書
'-J
：
り

の

拔

萃

，を

包

含

せ

し

め

’
K
ら
に
カ
ン
プ
ロ
ン
の 

著
の
怫
_
が
ー
千
七
西
五
十
五
年
に
出
版
せ
ら
れ
て
後
に
公
に
せ
ら
れ
た
本
帮
中
に
も
共
の
一
定
部
分
を
無
斷
に
取
り
人
れ
て
ゐ
る
こ 

と
は
事
實
e
あ
る
。
而
も
、
陕
れ
に
取
つ
て
百
八
十
年
後
‘の
知
已
た
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
博
士
は
、
此
の
著
の
周
到
^
る
檢
討
は
、
カ
ン
チ

:

:

:

l
i
-,
*
. 

. 

-

•>
.

*•
.
-
•
:
、

 

ノ
 

: 

•
• 

• 

. 

. •
 

...
 

.. 

'
? 

. 

.

. 

-W 

. 

: 

• 

. 

... 

- 

- 

.

.

.

-

.

.
-
, 

.

シ
よ
り
の
拔
萃
が
、
‘玄
妙
神
秘
な
る
リ
.チ
ヤ
ー
ド
•
カ
ン
チ
、ロ
ン
の
一
般
现
>
nf
n
jよ
り
L
、
サ
1
»マ
シ
ユ
ウ
•
デ
ツ
■力
ー

に
'
よ

つ

て

發

達 

.せ
し
め
ら
れ
た
對
策
に
對
し
て
海
か
に
密
接
な
る
關
係
に
立
つ
謹
$
速
系
を
.支
持
す
3
が
爲
め
.に
使
见
せ
ら
れ
た
る
こ
と
を
明
か
な 

ら
し
.む
る
と
說
き
、
本
書
が
カ
ン
チ
ロ
ン
の
箸
の
單
な
る「

轉
寫」

に
非
ず
し
て
、
プ
ツ
カ
ー
、
，
.
力
ン
’
ロ
ン
、a

ツ
ク
、
ダ
ヴ
工
ナ
ン 

ト
、
フ
ォ
ル
ボ
ン
ネ
イ
及
び
ヒ
ユ
ー

,ム
等
.の
著
作
の
諸
部
分
を
結
合
せ
ん
と
す
る
の
努
力
で
.あ
り
1
又
.、
刻
下
の
財
政
問
題
に
對
し
て 

這
舣
.の
瓯
論
的
寄
木
細
エ
を
適
用
せ
ん
と
す
る
の
企
[1
1
で
あ
つ
た
と
論
:^
て
ゐ
る
。(

J

&

d

'

o

p
'n
i-'
r

p
p
,
1
9
0
,

 

1
9
0
0

■

.

へ
'

,

.

,

'

’ 四 

, 

,

常
時
英
國
は
佛
國
士
戰
を
交
へ
て
居
.つ
た
。
.著
容
先
づ
居
五
十W

よ
り
成
る
其
の
序
論
に
於
ぃ
て
、
過
去
に
於
け
る
英
國
の
對
外 

政
策
が
十
分
に
佛
蘭
西
を
し
て
將
來
英
國
を
惱
ま
1
蒞
し
く
‘は
、歐
洲
の
安
寧
を
擅
亂
す
る
の
.カ
..な

:.
^
哀
至
ら
し
む
る
に
见
ら
ざ
る
孓
の 

ふ
覜
じ
、
佛
蘭
西
及
.び
興
の
盟
部
の
方
贺
を
破
り
、
而
し
セ
洗
榮
ぁ
る
永
顏
伯
'平
和
を
促
、進
す
名
が
爲
め
に
、英
國
對
外
政
策
上
の
新
智

:

ヴ'

ハ 

幾

興

.

)

：.
'
へ



,

I
經

瀵

蜃

■ 

: 

, 

S

Q

'
 

(

九
八
八)

.

窬
を
襁
成
史
ん
，こ
と
を
企
_
す
る
0(

0
1
:
6
3
;

マ
^-
&
^
&
/
1
^
1

1<
1

>

^

3フ
§
, 

S

0

O次
い
で
彼
れ
は
十
叫
篇
の
激
最
ょ
り
成 

る
典
の
木
文
，に
於
：̂
て
ノ
當
さ
に
-英
國
ゆ
採
る
可
き
新
對
內
政
策
に
就
い
て
論
ず
る
。
彼
れ
ボ
國
家
を
し
て
.：史
ら
に
菇
れ
以
上
に
債
激 

ヒ
帶
び
、
斯
く
て
又
、
國
稅
を
增
加
す
る
し
こ
と

な

く

し

て

、
、
苹

伤

に

國

费

を

.調

達

す

 

>
の
4

,®
及
び
賓
诉
可
能
を
論
證
せ
ん
と
す
る
。

'

’
彼
れ
は
先
づ
公
債Q

培
發
に
ょ
.
.つ
て
國
費
を
調
達
す
る
の
.政
策
を
对
察
し
、
其
の
有
寄
な
る
影
響
を
論
述
す
る
。
公
債
の
增
加
は
或 

る
程
度
ま
で
泛
れ
に
比
例
し
て
.租
税
を
增
加
せ
し
め
ざ
る
を
得
な
い
。
-祖
稅
の
增
加
は
或
、
必
然
輸
出
口i

の
價
将
を
<引
上
げ
な
け
れ
ば 

な
ら
ぬ
o
斯
く
し
て
萊
國
は
愈
々
益
々
典
の
拿
有
ず
名
外
國
貿
易
の
必
ら
ゅ
る
部
門
に
於
い
：て
自
國
を
推
し
除
く
る
の
機
會
を
其
の
强 

.大
な
る||

敵
に
與
へ
、
渗
に
‘は
ノ
八
ム
債
所
有
者
が
被
れ
等
の
年
賦
金
共
の
^
を
⑴
^

す
可
含
富
の
泉
源
は
千
上
が
る
に
至
る
可
き
で
あ 

る

-o(ibid:.p, 

1
2
0
0

國
家
が
債
務
を
帶
ぶ
る
こ
と
愈
々
大
な
れ
ば
、、
愈
々
多
く
の
，貨
幣
.は
公
債
に
閉
ぢ
込
め
ら
れ
、
而
し
て
貿
易
.
 

に
使
用
せ
ら
る 

>も
»
愈
A
國
內
に
少
な
き
に
茧
る
可
き
で
あ
彡
。
货
れ
に
由
つ
て
全
商
業
機
關
.の
運
#
を
，持
續
す
る
這
般
の
流
通
資 

產
の
逾
當
な
る
分
前
を
.缺
く
が
爲
め
.に
、

交

蜃

は

必

然

防

畨

せ

ら

れ

、
沈

滯

せ

し

，め

ら

れ

ざ

，
る

を

得

な

い

:°
0
藍

-
,

p
，
2
p
y

彼
れ
日 

く
、「

我
が
交
易
の
大
害
は
我
が
貨
物
の
-高
價
な
る
こ
と
.で
あ
る
。
而
し
て
、、
我
が
負
債
及
び
租
税
の
增
加
は
尙
ほ
1
胜
鬼
れ
等
の
も
の
'
.
 

A
[g
格
を
騰
貴
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
，ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
而
七
て
、
そ
は
終
に
我
が
全
商
業
の
破
滅
を
立
證
せ
ざ
る
を
得
な
い
-o 

:

で

比

な

い

か

。

我

が

交

易

，，の
苦

#
を
輕
減
し
、
而
し
て
其
の
金
部
的
破
壞
を
防
止
す
る
が
爲
め
に
、
吾
人
は
如
何
に
し
て
も
我
が
負
律 

及
び
租
稅
ょ
り
免
れ
な
け
れ
ば
^
ら
ぬ
の
ハ
で
は
な
い
か
じ
と
ヵ
^

^

セ̂
ゾ
ム
?0)

。

•

'，
著

者

は

公

債

が

紙

幣

と

等

し

，き

作

用

を

爲

し

、

總

べ

て

.
0
.價
を
騰
貴
せ
し
む
る
も
め
士
觀
る
0
國
內
所
得
の
增
加
は
審
侈
の
風
潮
.
 

を
誘
起
し
、
'殊
に
外
國
產
奢
侈
品
の
消
費
を
增
加
せ
し
む
'2
>

傾̂
向
が
あ
る
。
彼
れ
日
く「

澌
く
て
奢
侈
的
外
國
貨
物
は 
一
M *
容
易
に 

消
費
^
ら
る
可
ぐ
、
'
:而

し

，て

眞.の
賞
の
殘
部
を
拉
し
.去
る

可

き

で

あ

る

。
一
然
る
：に
.、

r自
國

の

貨

-#
1
は
法
外
な
る
價
格
に
引
苕
上
げ
ら
る

、

が

故

に*
,
れ̂
等
？

の
が
他
國
民
9
貨
物
の
_

を
受
ぺ
る
僻
は
、
海
外
に
販
路
を
求
む
る
こ
と
^

;^
し
く
1
難
.と
爲
る
.可
き
で

あ

る」

と
。(

i'^
p
, p* 

1
P
4
0
0 ' 

, 

: 

* ' 

, 

V

彼
5
は

象

働

を

以

っ

て

ぁ

ら

ゅ

戈

が

满

の

，
能

1
限
り
低
航
に
_
入
七
可
き
賞
物
と
し
て
|

さ
れ
得
可
|

の
と
觀
、

一
日
の
勞 

働
の
頂
格
は
少
く
_と

.%
ー
日
の
坐
於
费
た
石
可
_し
と
做
し
、
而
し
て
、

J

.0
の
必
要
品
た
る
食
料
及
び
被
服
が
僅
少
の
價
格
を
以
つ
て
、
 

腺
入
せ
ら
る
、
所
に
於
い
て
は
/»
賃
銀
は
攸
如
る
可
く
|、
換
言
す
れ
ば
、
勞
働
过
廉
な
石
可
き
で
ぶ
る
4
說
く
。(

Ma*
^
、p

.
ミ
^

。 

而
し
て
彼
れ
は
自
然
の
諸
原
理
ょ
り
し
て
、
熒
働
の
慣
格
を
確
む
る
.が
爲
め
に
、
共
の
著
の
ー
四
八
貝
ょ
り
ー
五
三
寅
に
互
つ
て
、
ゥ 

{
リ
T-
ム
•
ス
タ
ン
リ
ー
•
ジ
エ
ヴ
ォ
ン
ズ
が
共 

a s
c
h
a
r
d

,o>antiuon a
n
d

 t#e 

Nation

'&.ty of 

F01iti

;el 

E
c
o
n
o
m
y
,
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temporarv Review, 

January 

1
800
1
.ン
に
於
い
て
借
摘
せ
る
が
如
く
、
リ
チ
ャ
ー
ド
•力
ン
チ

 a 
ン
の ns£

*-
一
j^
-
CD
^

p

r

l

Q

^

 

十
一
章「

土
地
及
び
勞
働
"
價
値
姐
の
等
價
及
び
關
係
に
‘就
.い
て」

を
僅
少d

将
略
を
施
し
て
翻
_
す
_乃
の
，擧

に

出

で

て

ゐ

る

‘C
;ハ
o
r

.

-

“
-

へ

 

' 
.

ノ 

’ 

. 

, 

-
 

- * 
T 

:

cal̂
tilion, ..

w.ssai,

.

17.75., 

.
p、
4
G
-
5
'c
n
o。

,
而

'b
て
、
彼
れ
は
勞
働
の
一
般
的
價
格
が
共
の
自
然
的
標
準
以
上
に
奔
騰
し
、
斯
く
て
又
.、■
其
の
競
箏
國
に
於
け
る
以
上
に
人
爲
的 

賈
値
が
自
國
の
數
產
^
及
び
歡
造
品
に
敗
加
か
ら
れ
た
際
に
ぼ
'
其
の
.國
は
贫
易
上
に
於
け
る
領
域
を
喪
失
し
、
從
つ
ズ
叉
，_
遠
.か
ら 

ず
し
.て
贬
M'
を
免
れ
得
ざ
る
も
の
と
論
結
す
るo

而

-1
.
て
斯
く
の
.如
き
自
國
貨
物
に
對
す
る
，價
値
の
附
伽
は
摩
ら
自
國
の
租
税
が
賦
J 

せ
.ら
4
紙

加

せ

ち

る

、

、
に
«1
つ
て
生
ず
る
0

^
。
^ ,
|
§
,
グ

^
?0)

。 

■ . 

: 

!

消
費
1&
;
は
4
然
"
.惟
り

勞

働

及

び

細

エ

の

代

價

ょ

り

生

ぜ

，
し

か

ら

-?
,
、
諸
«-
物
の
自
顧
的
興
値
$
外

に

、
，更

ら

に

是

れ

等

の

，も

の

に

» 

.

.

.
-

，
ぐ.,
> -V 
» 
» 

s
l
l 

-
.
.
.
.

A
.
•

:̂
 
:/
 
-
 

;
 
.
 
- 

I 

■
■
■
«■-
•
 

■ 

• 

. 

• 

t 

.* 

1
 

• 

t 

、;
■

人
爲
的
憤
値
を
附
加
す
^
に
由
つ
て
、
见
ハ
の
.價
桮
を
.引
上
で
る
於
故
に
ノ
斯
べ
の
.
.如
き

租

稅

に

丄

て

、

加

を

續

く

る

な

ち

ば

、

外

-@
人 

■'が
英
國
貨
物
の
»
入
に
由
つ
て
亥
狒
ふ
も
の
^
想
像
せ
ら
^-
^
其
の
，部
分
は
、
英
國
輸
^

沖
の
減
少
ょ
り
し
て
之
机
忆
比
例
し
ズ
減
少 

.

.佐
版
經
濟
書
解
題
.
： 

ニ
ー
ニ 

(

九
八
九)



*
版
.徤
濟
書
解
遇
. 

ニ

ー

三

(

九
九
o)

す
可
き
で
あ
ら
ぅ
。
0
2:』

： p.. 

160. )

o

「

交
易
に
對
す
る
我
が
觀
税
の
重
荷
は
、
漱
が
競
敵
が
我
が
商
業
の
至
-要
部
門
の
大
多
數
に 

令
ハ
て
、
外
國
市
場
に
在
つ
て
、
吾
人
を
推
し
除
け
た
大
原
因
で
あ
つ
た
。
そ
は
先
づ
佛
蘭
西
を
獎
勵
し
て
羊
毛H

業
に
於
い
て
菩
人 

と
競
&
す
る
に
至
ら
;1
.め
た
の
み
な
ら
ず
、
獨
逸
及
び
瑞
西
に
於
W
て
も
亦
、
製
锆
心
を
喚
起
せ
し
め
、
そ
は
督
だ
に
波
»*

*普
魯 

西
、
丁
抹
、
瑞
典
及
び
露
西
蓝
の
み
な
ら
ず
、
俅
太
利
瓯
反
び
、
久
し
く
製
造
業
に
於
け
る
懶
惰
と
不
活
潑
と
の
爲
め
に
非
難
せ
ら
れ 

こ
か
っ
た
乱
®
牙
の
如
き
に
す
ら
延
良
し
.た
、
而
し
て
、
惟
り
然
る
ひ
^-
な
ら
ず
、
.吾
人
の
聞
く
所
に
し
て
誤
り
^
K
ん
攸
、
因
班

 ̂

は
自
國
船
舶
に
，よ
つ
て
自
動
貿
易
を
遂
行
せ
ん
と
し
て
办
る
、
そ
は
海
員
の
養
诚
斯
た
る
に
至
る
可
く
、
叉
、
彼
れ
等
を
し
て
彼
れ
等 

が
現
在
其
の
貨
物
を
自
己
の
船
腹
に
積
ん
で
彼
れ
等
に
齎
す
諸
國
民
に
支
拂
ふ
運
賃
を
節
約
せ
し
む
可
き
で
あ
る」

。(

g
f
P
P
L
S
-

• 

一
 

、
 

J 

V

#
•
{
• 

響
.
.
.
-
.
.
.
.
.
• 

• 

•
.
.

.
100
4
0
0

'
"八
ム
衝
の
增
加
は
又
、
'
 
焱
然
投
機
心
’を
誘
發
し
尨
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。「

是
れ
等
の
公〗

債
が
吾
人
の
上
に
梢
加
す
る
こ
と
愈
々
多
け
れ
ば
、
 

‘我
灿
證
级
取
0[
'
は
愈
々
一
般
的
と
爲
る
可
き
で
ふ
^.」

。(ibid., P. 212. )

o
ポ
ス
ト
ル
1
ゥ
ユ
ィ
ト
は

.1
£
命
の
增
加
に
ょ
る
健
金
な
る 

{i
1
^:
騰
资
と
紙
幣
若
し
く
は
公
債
の
增
發
に
ょ
る
慇
性
’の
ィ

ン

フ

レ

ー

シ

ョ

ン
と
の
間
に
區
別
金
設
#
る
0
國
內
に
齎
4
る
X
IE
金
.に 

增
じ
で
、，
諮
物
僩
は
騰
貴
す
可
き
で
|
る
が
、
而
も
於
金
の
流
人
が
徐
々
で
あ
り
不
斷
、で
あ
る
な
ら
ば
、諸

#
®

の
騰
貴
比
坐
產
笤
の 

髂
爭
を
增
加
す
可
く
、
-所
敷
の
貨
物
は
日
增
し
に
I
富
と
爲
り
、
而
し
て
這
般
の
豐
賓
は
其
の
梢
加
せ
る
慣
格
の
一
部
を
緩
和
し
、
他 

の
一
部
は
不
知
の
問
に
如
れ
等
の
も
の
•に
於
ホ
る
勞
作
、
製
趙
及
び
取
引
に
關
與
せ
る
總
べ
て
の
者
の
間
に
分
割
せ
ら
れ
て
、
其
の
利

.■'■
'.
-'
•...•■
•
.
V 

.

-:
•;
. 

; 

-
V
V
-
- 

... 

. 

»v
i‘.
し
.
，
ぐ

 

'

'

.

... 

M.,

:.
:

;/
:.. ''

- 

, 

..

•'
.
.
.:
:1

...
.

.一一
•ぺ

:
:
•;
ぐ

::.. 
./.

-
.
.

••
' V 
.
.
.ぐ.
.....
 

.

.

.

. 

... 

； 
.

:'
,
•
•
、

.
J
.
.
,

'.
.
.
ぐ

.

.

溯
ひ
中
ょ
り
取
り
^\
さ
^
、
の
で
あ
る
。
o
:2
:

-fp. 

236. )
o 

、

藉
款
は
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び
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加
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的
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結
果
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證
す
る
に
止
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ず
、
之
れ
に
代
へ
■て
、‘
年
內
に 

戰
费
を
供
給
す
石
の
方
法
を
褪
唱
す
る
も
の
で
あ
る
。
戰
時
を
越
ぇ
て
長
.く
11
續
せ
ら
る

.1
こ
と
の
々
ぃ「

暫
時
的」

負
擔
が
公
共
に
對

し
每
月
賦
課
せ
ら
れ
て
、
議

M

s
他
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
於
け
る
政
府
S
賞
人
及
び
商
人
に
支
拂
は
る
、
な
ら
ば
、
徵
收
せ
ら
れ 

た

る
金
は

急
速
に
公

流
通
の
一
、般
的
水

1に
復
歸
す
可
く
、，
斯
く
、て
又
.、

.自
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の
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業
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の
他
の
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引
に
於
け
る
あ
匕
ゆ
る
停
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下
展
を
方
也
す
可
き
で
あ
る
。
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て
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賢

は

、
單
に
戰
時
公
債
の
利
子
.を
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め
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■
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な
け
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な
ら
ぬ
總
ベ
て
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永
續
的」

租
繁
ら
爵
に
免
除
せ
ら
る
、
を
得
可
き
で
あ
る
。
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